
場所 吹田市役所中層棟4階第2委員会室
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第1回吹田市教育・保育施設運営支援システム構築業務プロポーザル選定委員会会議要録

本委員会での意見を反映し実施要領等に必

要な修正を加えるという条件付きで承認と

する。

出席委員 人事室長、情報政策室長、子育て政策室長、保育幼稚園室長、放課後子ども育成室参事

日時 令和3年4月8日（木）午後3時～午後4時

審査結果

パッケージシステムの操作性の部分を、評価支援部会

が評価をして、選定委員に報告をし、選定委員はそれ

を参考に採点をする。

回答

令和２年度に実施したRFIによる調査で人口10万人以上

の市町村での実績のある事業者について本業務の執行

が可能であるという判断をした。

提案書等の提出について、コロナ禍の

事情を踏まえ、郵送も認めてはどう

か。

最低５割以上の点数を必要としている

が、５割とした理由は何か。

過去に本市で実施したシステム調達案件が５割として

いたということと、今回の配点ではすべての項目が平

均点であった場合は５割に満たないため、５割が適当

と考えた。

価格点も含めた合計点数の５割以上とする。

実施要領第5条第6号の「本業務に類す

る業務」とはどのような業務を指すの

か。

「保育所等の業務支援システムの構築業務」を指す。

指摘を踏まえ分かりやすく修正する。

質問

評価支援部会の役割はどのようなもの

か。

本市の人口は30万人を超えているが、

なぜ必要な実績を「人口10万人以上の

市又は特別区」におけるシステム構築

実績としたか。

指摘を踏まえ、検討する。（検討結果：郵送による提

出も可能とする。）

質問書の受付など、電子メールでの受

付についても業務時間内に限るのか。

メールでの申請については始期と終期のみ時間の指定

をする。

５割以上とは提案内容の点数の５割以

上か、価格点も含めた点数の５割以上

かどちらか。
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見積金額を除いて5割以上を確保する

という方法もあると思うが如何。
総合点の5割でよいと考える。

採点について、A～Eまであるが、項

目により配点の偏りがあるので統一性

を持たせるべきではないか。また、小

数点以下の取扱いが機能要件／帳票要

件（切り上げ）とそれ以外（切り捨

て）で異なる。

指摘を踏まえ検討する。（検討結果：どの項目でも同

様の配点になるように修正する。小数点以下は切り捨

てとし、機能要件／帳票要件は切り捨てると299点満点

となるため、全事業者に１点を加点する）

実施要領第５条の参加資格の実績につ

いては「官公庁（国・都道府県、人口

概ね10万人以上の市又は特別区）」と

あるが審査評価項目にも「官公庁

（国・都道府県）」を入れなくてよい

か。

同様に「人口10万人以上」の前に「概

ね」をいれなくてよいのか。

実績の審査ポイントに「実績が複数あ

るか」とあるが、幾つ実績あったら何

点にするという判断をするのか。

指摘を踏まえ検討する（検討結果：「官公庁（国・都

道府県）」及び「概ね」を追加する。）

実績に関する採点については、実績の数だけではな

く、実績の内容、官公庁の人口等含めて評価してもら

えばよい。

見積金額の項目の採点については、そ

れぞれ提案内容が異なるので必ずしも

安い方がいいというわけではないと思

うが、内容を加味して委員で話して決

めるべきではないのか。それが無理な

ら提案内容を採点する際に価格も加味

して採点するという考え方でよいの

か。

見積金額については、「吹田市プロポーザルの実施に

関するガイドライン」に全体の15％の配点とする旨が

規定されているため、一番低い価格の事業者から順に

加点することになる。

提案書の様式は定めているか。「非常

に低い水準の提案」のところに「提案

がない場合も含む」とあるが、提案が

ないと0点になってしまうので必ず記

載してほしい旨を記載した方が良いの

ではないか。

提案書の様式は定めないが、評価項目の順に作成して

もらうようにしている。

質問 回答
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